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見出し語1,565語を収載した
顎関節の検査・診断・治療に欠かせない１冊！

　日本顎関節学会が編者となって製作された本書は，過去，同学会によって編集・出版さ
れた日本語と外国語の見出し語のみの『日本顎関節学会用語集』を再編し，各用語に解説が
加えられたもの．
　顎関節治療にまつわる1,565語を見出し語とし，その同義語・類義語・関連語等を一部
併記することで，１つの用語の意味を多面的に学ぶことができる構成になっている．顎関
節治療に携わる歯科医師はもちろん，広く一般の歯科医師も常備すべき１冊．
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061　

随意運動の障害をともなう運動機能異常で，自発性，
不随意性，不規則性の定型的なパターンをともなう運動
によって特徴づけられる．

062　

脳または脊髄内の神経細胞体の興奮を，脳神経あるい
は脊髄神経を経由し，末梢の筋あるいは関節などに伝え，
骨格筋，鰓弓由来筋，平滑筋，心筋，外分泌腺などの運
動あるいは分泌を制御する神経．

063　

→「振戦」を参照

064　運動性低下 うんどうせいていか

hypomobility

身体の運動範囲の減少あるいは制限．

065　運動ニューロン うんどうにゅーろん

motor neuron

筋の収縮を起こす遠心性インパルスを伝達する神経細
胞．

066　運動の　うんどうの

kinetic

身体の運動に関する．

067　運動療法　うんどうりょうほう

therapeutic exercis

関節拘縮の治療と予防，筋力強化，中枢性麻痺の回復，
変形の矯正などを図るために，運動を治療または予防目
的で用いる療法．顎関節領域では，下顎頭の可動制限に
対する可動化訓練，咀嚼筋の拘縮に対する筋ストレッチ
などの運動を用いた治療法．

え
068　栄養の　えいようの

trophic

生体が外界から物質を取り込み，消化，分解，吸収な
どを通して利用し，体の機能を維持したり，高めたりす
ることに関連した．

069　ADL　えーでぃーえる

activities of daily living

人が日常生活において繰り返す基本的かつ具体的な活
動．主に，食事，排泄，整容，移動，入浴などの基本的
な行為，動作．

線維で伝えられる痛みは，
部位が比較的明瞭で，鋭い痛みだが，慣れが起こり，感

えーらーす - だんろ

コラーゲンの量または質の異常による常染色体優性遺
伝の結合組織疾患で，関節の過可動性，皮膚の過弾力性，
および皮膚血管の脆弱性などを特徴とする症候群．

集団における，健康と疾患の頻度や分布を決定する因
子の相互関係を定義し，説明することに関する学問．

073　壊死　えし

necrosis

虚血や低酸素血症などにより障害を受け，細胞や組織
が病的に死ぬこと．

074　エックス線 えっくすせん

X-ray

→「エックス線写真」を参照

075　エックス線映画撮影法 えっくすせんえいがさつえい

ほう

fluoroscopy, cinefluoroscopy

蛍光増倍管（X-ray image intensifier：I．I）などを利用
した動画記録法．血管造影検査（angiography）や嚥下造影
検査（videofluoroscopic examination of swallowing：VF）
などに使用され，顎関節腔造影検査（temporomandibular 
arthrography）に使用する場合もある．

076　エックス線写真 えっくすせんしゃしん

radiograph, roentgenogram

身体の一部を透過したエックス線が，フィルムを感光
させることにより得られる診断画像．

077　エックス線不透過性の えっくすせんふとうかせいの

radiopaque

エックス線透過が減少し，エックス線像では白く描出
される状態の．

078　エナメル上皮腫 えなめるじょうひしゅ

ameloblastoma

組織学的に歯胚のエナメル器に類似する上皮由来の良
性の歯原性腫瘍．

079　エピジェネティックス えぴじぇねてぃっくす

epigenetics

生体内での遺伝子発現に環境要因が与える影響に着目
した新たな研究領域．

うんどうし

083　エロージョン えろーじょん

erosion

→「びらん」を参照

084　演技性パーソナリティ障害
てぃしょうがい

histrionic personality disorder

→「パーソナリティ障害」を参照

085　エングラム えんぐらむ

engram

学習によって脳内に物理的に残っているとされる記憶
の痕跡．歯科では，わずかな早期接触が存在する場合に
生じる，早期接触を避けるような下顎を変位させた顎運
動パターンを指すこともある．

086　嚥下　えんげ

deglutition, swallowing

食物を口腔から胃に送り込む運動（飲み込む行為）．食
塊の通過部位から口腔相（随意運動），咽頭相（不随意運
動），食道相（不随意運動） の３相に分けられる．

嚥下障害　えんげしょうがい

dysphagia

発達障害，疾病，老化などの原因により，嚥下の機能
が損なわれる状態．飲み込みが困難になる障害．

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンドルフィン群，ダイノルフィン群がある．

発赤，熱感，腫脹，疼痛，機能障害を特徴とする，生
体の侵襲に対する生体の防御反応．

090　遠心咬合　えんしんこうごう

distocclusion

遠心性神経路 えんしんせいしんけいろ

efferent neural pathway

中枢神経系から末梢へ情報（神経インパルス）を伝達す

　えんしんの

臼歯では後方の，前歯では正中から離れる方向の．

　えんずいこうかく

medullary dorsal horn

→「三叉神経脊髄路核」を参照

094　エンドフィール えんどふぃーる

end-feel

自力最大開口から強制最大開口へと顎関節を操作した
ときに感じられる抵抗感の質．

ソフトエンドフィール そふとえんどふぃーる

soft end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が柔らかい
さま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が大きい
ときに顎関節に感じられる抵抗感．

ハードエンドフィール はーどえんどふぃーる

hard end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が硬いさ
ま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が小さいと
きに顎関節に感じられる抵抗感．

095　エンドルフィン えんどるふぃん

endorphins

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンケファリン群，ダイノルフィン群がある．

096　円板下顎頭複合体 えんばんかがくとうふくごうたい

disc-condyle complex

顎関節において蝶番滑走関節として機能する関節円板
と下顎頭の複合体．

097　円板後部組織 えんばんこうぶそしき

posterior attachment （of the TMJ）, retrodiscal tis-

sue

疎線維性結合組織が主体で，血管，神経を多く含んで
おり，関節円板の後方に存在する．下顎頭の前方滑走時
には，内部に存在する静脈叢に血液を貯留して下顎頭後
面の空隙を埋める組織．

098　円板後部組織炎 えんばんこうぶそしきえん

retrodiscitis

顎関節の円板後部組織に生じる炎症．

えんばんこ

選定語 同義語 類義語・関連語

筋膜トリガーポイント トリガーポイント
活動性トリガーポイント
潜在性トリガーポイント

屈曲伸展損傷
過伸展・過屈曲損傷
むち打ち〔症〕

クリック〔音〕（顎関節の） クリッキング

開口初期クリック〔音〕（顎関節の）
開口中期クリック〔音〕（顎関節の）
開口末期クリック〔音〕（顎関節の）
相反性クリック〔音〕（顎関節の）

クレピテーション
軋轢音（関節の）
クレピタス
捻髪音

クレンチング くいしばり

群発頭痛
ヒスタミン頭痛
ホートン症候群
ホートン頭痛

頸神経ワナ 舌下神経ワナ

側斜位経頭蓋エックス線撮影
経頭蓋エックス線撮影
経頭蓋撮影法
シューラー撮影〔法〕

結合組織 結合組織病

結合組織病
膠原病
混合性結合組織病

血腫
硬膜外血腫
硬膜下血腫

研究用模型 診断用模型
抑うつ 気分変調
口腔習癖 習癖

咬合

開咬
過蓋咬合
交叉咬合
切端咬合
低位咬合
二態咬合
鋏状咬合

咬合異常 不正咬合

咬合性外傷
一次性咬合性外傷
二次性咬合性外傷

咬合調整 コロノプラスティ

拘縮

関節包拘縮
筋拘縮
静的筋拘縮
線維性筋拘縮

咬耗
咬合面の損耗
咬耗をともなうブラキシズム

骨性癒着
骨癒合症
真性強直

滑膜性骨軟骨腫症 骨軟骨腫症 滑膜性軟骨腫症
コンパートメント症候群 筋区画症候群
最大開口距離 最大開口域（量）
暫間アプライアンス 暫間スプリント
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本書の特徴

061　運動障害　うんどうしょうがい

dyskinesia

随意運動の障害をともなう運動機能異常で，自発性，
不随意性，不規則性の定型的なパターンをともなう運動
によって特徴づけられる．

062　運動神経　うんどうしんけい

motor nerve

脳または脊髄内の神経細胞体の興奮を，脳神経あるい
は脊髄神経を経由し，末梢の筋あるいは関節などに伝え，
骨格筋，鰓弓由来筋，平滑筋，心筋，外分泌腺などの運
動あるいは分泌を制御する神経．

063　運動〔誘発〕性振戦 うんどう〔ゆうはつ〕せいしんせん

movement-induced tremor

→「振戦」を参照

激を伝達する神経線維．Aδ 線維で伝えられる痛みは，
部位が比較的明瞭で，鋭い痛みだが，慣れが起こり，感
じ方が減衰してくるのが特徴である．

071　エーラース‐ダンロス症候群 えーらーす - だんろ

すしょうこうぐん

Ehlers-Danlos syndrome

コラーゲンの量または質の異常による常染色体優性遺
伝の結合組織疾患で，関節の過可動性，皮膚の過弾力性，
および皮膚血管の脆弱性などを特徴とする症候群．

072　疫学　えきがく

epidemiology

集団における，健康と疾患の頻度や分布を決定する因
子の相互関係を定義し，説明することに関する学問．

073　壊死　えし

顎関節の治療に必要な
1,565語を見出し語とし
て掲載し，その解説を併記

１特徴

見出し語は読み仮名，
外国語の表記付き３特徴

同義語・類義語・関連語の
一覧付き４特徴

長頭の　1153
蝶番運動　1154，1155，1157

蝶番滑走関節　1155
蝶番軸　1156
蝶番平面関節　1157
直流電流刺激（EGS）　1158
治療計画　1159
治療上の　1160
治療用補綴装置　1161
陳旧性脱臼　1162
鎮痙性の　1163
鎮痛　1164
鎮痛性の　1165

椎間関節　1166
痛覚　1167
痛覚閾値　303，1168

痛覚過敏　051，303，1168，1276

痛覚鈍麻　1169
痛覚発生の　1170
痛覚メディエイター　1171
痛風　397，643，1172，1266，
　1284，1505

定位外科手術　1173
低位咬合　603，1174
定位放射線手術　1175
低酸素症　1176
挺出　1177
ディプログラマー　1178
適応　1179
適応能力　1180
適応反応　1181
デジタルエックス線画像　1182
デブリドマン　1183
デルタ睡眠　1184
転位　1185
転移〔性〕の　1186
てんかん　1187
転換性障害　1188，1351

電気療法　1189
天疱瘡　1190
電離放射線　1191

等運動性訓練　1192
頭蓋　1193
頭蓋外の　1194
頭蓋顔面の　1195
頭蓋骨膜　1196
頭蓋動脈炎　1197
頭蓋内の　1198

つ

て

と

動眼神経　1199
頭頸部の　1200
凍結療法　1201
統合失調症　1202
統合失調症型パーソナリティ障害
　1203，1306

動作（運動）緩慢　1204
同時多層断層撮影法　1205
透視法　1206
等尺性訓練　1207
投射痛　1208
動静脈奇形　1209
頭側の　1210
同側の　1211
等張性訓練　1212
疼痛　1213
疼痛閾値　1213，1214
疼痛行動　1213，1215
疼痛受容器　1213，1216
疼痛性障害　1217
疼痛耐容水準　1213，1218
疼痛地図　1213，1219
疼痛〔性〕チック　1220
疼痛伝達路　1213，1221
疼痛変容　1213，1222
頭部の　1223
動脈炎　1224
動脈瘤　1225
トゥレット症候群　1226
トートバンド　1227
トーヌス　1228
特定不能の身体症状症　907，1229
特発性下顎頭吸収　1230
特発性顔面痛　1231
特発性骨壊死　1232
特発性持続性神経障害性疼痛
　1233
特発性歯痛　1234
特発性疼痛　1235
特発性の　1236
徒手整復　1237
ドプラ効果　1238
トラウマ　1239
トリーチャー・コリンズ症候群
　1240
トリガーゾーン　1241
トリガーポイント　1242
トリスムス　1243
トルコ鞍　1244
鈍痛　1245

内因性外傷　1246
内因性の　1247
内視鏡　1248
内耳神経　636，1030，1249

な

内障　1250
内臓痛　1092，1251
内側極（下顎頭の）　187，1252
内側翼突筋　458，1253
内転　1254
ナイトガード　1255
内部の　1256
内分泌物　1257
内方の　1258
ナソロジー　1259
軟骨　1260
軟骨炎　1261
軟骨下骨　1262
軟骨芽細胞腫　1263
軟骨下の　1264
軟骨腫　188，232，275，276，
　359，681，682，1265，1524

軟骨石灰化症　1266
軟骨単位　1267
軟骨軟化症　1268
軟骨肉腫　1269
軟性開口障害　122，1270
軟組織　1271
難治性の　1272
難治〔性〕疼痛　1273

二次性咬合性外傷　613，1274
二次痛　1275
二次痛覚過敏　1168，1276
二重下顎頭　1277
二重造影法　1048，1278
二次〔疾病〕利得　1279
二態咬合　603，1280
日常生活動作　1281
ニューロパシー　1282
ニューロン　1283
尿酸結晶　1284
認知　1285
認知行動療法　1286

粘液腫　1287
粘着　1288
捻髪音　1289

脳幹　1290
脳虚血　1291
脳神経　1292
脳神経の神経痛　884，1293
脳深部刺激療法　1294
脳性まひ　1295
脳脊髄液減少症　1296

に

ね

の
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gamma knife surgery　376
ganglion　299
general anesthesia　292，1025
generalized anxietv disorder（GAD）　
1037

geniculate neuralgia　782，884

genioplasty　107
geographic tongue　1126
giant cell arteritis　452
giant osteoid osteoma　454
ginglymoid joint　1155
glenoid fossa　325
gliding of condyle　197
globus　1350
glossalgia　995
glossodynia　995
glossopharyngeal nerve　974
glossopharyngeal neuralgia　884，975
glossopyrosis　978
gnathic　005
gnathodynamometer　249
gnathology　1259
gonial angle　159
gout　1172
grating joint sound　015
grinding of teeth　1310
group function　514
guidance　140
gustation　1496

habit　801
habitual dislocation　796
habitual luxation　796
hard end-feel　094，1307
hard tissue　631
headache　935
Helkimo dysfunction index　401
hemarthrosis　352
hematoma　556
hemifacial microsomia　383
hemifacial spasm　382
hemiparesis　1448
hemiplegia　1332
hemiplegic migraine　1443，1450
hemorrhage　805
herpes zoster　1087
heterogenous　042
heterophoria　296
heterotopic pain　045
heterotropia　794
high condylectomy　577
hinge axis　1156

g

h

hinge movement　1154
histaminic cephalalgia　1348
histochemical　1066
histology　1067
history of present illness　575
histrionic personality disorder　084， 
　1306

holocephalic headache　1034
homogenous　1053
homologus　1052
horizontal dental overlap　929
Horner syndrome　1470
Horton headache　1461
Horton Syndrome　1460
human leukocyte antigen B27（HLA-

B27）　1361
humoral　1081
hyaline cartilage　831
hydrocephalus　928
hyoid bone　984
hypalgesia　1169
hyperactivity　254
hyperacusis　1146
hyperalgesia　1168
hyperesthesia　290
hyperextension　257
hyperextension-hyperflexion injury
　258
hyperflexion　245
hyperfunction of muscle　501
hypermobility　252
hyperpathia　1364
hyperplasia　250
hyperplasia of mandibular process
　232
hyperplasia of tendon and aponeu-

rosis of masticatory muscles　1070
hyperplasia of the condylar process
　175
hypertranslation　202
hypertrophic arthritis　1340
hypertrophy　1356
hyperuricemia　643
hypesthesia　294
hypoalgesia　1169
hypochondriasis　857
hypoesthesia　294
hypogeusia　1497
hypoglossal nerve　979
hypoglossus（muscle）　987
hypomobility　064
hypoplasia　568
hypoplasia of the condylar process　
174

hypoxia　1176
hysteria　1349
hysterical trismus　1351

-iasis　815
iatrogenic　039
iatrogenic disease　040
idioglossia　622
idiopathic　1236
idiopathic condylar resorption
　1230
idiopathic continuous neuropathic 

pain　1233
idiopathic odontalgia　1234
idiopathic osteonecrosis　1232
idiopathic pain　1235
illness　1367
illness behavior　1368
imaging　713
immobilization（of the TMJ）　1409
incidence　1321
incisor　989
incoordination　440
infarct　630
infection　372
infectious arthritis　373
inferior　287
inflammation　089
inflammation of TMJ　215
infrahyoid muscles　985
infrared laser therapy　960
infrequent episodic tension-type 

headache　403，487

inhibition　1056
initiating factor　842
insidious onset　1015
insomnia　1411
interarch　267
intercondylar　284
intercondylar distance　283
intercuspal position（ICP）　639

（maximal）intercuspation　638
interdisciplinary　241
interference of occlusion　606
interim splint　718
intermediate zone　1129
intermittent lock　300
internal　1256
internal derangement　1250
internal derangement（of the TMJ）　
233

interocclusal　267，618
interocclusal appliance　104
interstitial　304
intra-arch　246
intra-articular　353
intra-articular disc　311
intracapsular　365

i
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日本語索引，外国語索引
付き５特徴

塊の通過部位から口腔相（随意運動），咽頭相（不随意運
動），食道相（不随意運動） の３相に分けられる．

087　嚥下障害

えろーじょん

演技性パーソナリティ障害 えんぎせいぱーそなり

histrionic personality disorder

→「パーソナリティ障害」を参照

えんぐらむ

094　

081　エファプス伝達 えふぁぷすでんたつ

ephapse transmission

神経線維間の電気的混線による信号伝達．

082　エミネンスクリック えみねんすくりっく

eminence click

①円板下顎頭複合体が関節隆起を通過する際に生じる
クリック様の関節雑音．②下顎頭が前方転位した円板が
下顎頭によってより前方へ押出され，復位せずに関節結
節を越える際に生じるクリック様の雑音．下顎前方位か
らの開閉口で消失せず，またクリックが生じる開口量が
開閉口時ともに同一であることからほかのクリックと鑑
別される．

091　遠心性神経路
efferent neural pathway

中枢神経系から末梢へ情報（神経インパルス）を伝達す
る神経伝導路．

092　遠心の　えんしんの

distal

臼歯では後方の，前歯では正中から離れる方向の．

093　延髄後角　えんずいこうかく

medullary dorsal horn

→「三叉神経脊髄路核」を参照

094　エンドフィール

開閉口時ともに同一であることからほかのクリックと鑑

094　

見出し語に関連する同義
語・類義語・関連語を一部
併記

２特徴

081　エファプス伝達　えふぁぷすでんたつ

ephapse transmission

神経線維間の電気的混線による信号伝達．

082　エミネンスクリック　えみねんすくりっく

eminence click

①円板下顎頭複合体が関節隆起を通過する際に生じる
クリック様の関節雑音．②下顎頭が前方転位した円板が
下顎頭によってより前方へ押出され，復位せずに関節結
節を越える際に生じるクリック様の雑音．下顎前方位か
らの開閉口で消失せず，またクリックが生じる開口量が
開閉口時ともに同一であることからほかのクリックと鑑
別される．

083　エロージョン　えろーじょん

erosion

→「びらん」を参照

084　演技性パーソナリティ障害　えんぎせいぱーそなり

てぃしょうがい

histrionic personality disorder

→「パーソナリティ障害」を参照

085　エングラム　えんぐらむ

engram

学習によって脳内に物理的に残っているとされる記憶
の痕跡．歯科では，わずかな早期接触が存在する場合に
生じる，早期接触を避けるような下顎を変位させた顎運
動パターンを指すこともある．

086　嚥下　えんげ

deglutition, swallowing

食物を口腔から胃に送り込む運動（飲み込む行為）．食
塊の通過部位から口腔相（随意運動），咽頭相（不随意運
動），食道相（不随意運動） の３相に分けられる．

087　嚥下障害　えんげしょうがい

dysphagia

発達障害，疾病，老化などの原因により，嚥下の機能
が損なわれる状態．飲み込みが困難になる障害．

088　エンケファリン　えんけふぁりん

enkephalins

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンドルフィン群，ダイノルフィン群がある．

089　炎症　えんしょう

inflammation

発赤，熱感，腫脹，疼痛，機能障害を特徴とする，生
体の侵襲に対する生体の防御反応．

090　遠心咬合　えんしんこうごう

distocclusion

→「アングルⅡ級不正咬合」を参照

091　遠心性神経路　えんしんせいしんけいろ

efferent neural pathway

中枢神経系から末梢へ情報（神経インパルス）を伝達す
る神経伝導路．

092　遠心の　えんしんの

distal

臼歯では後方の，前歯では正中から離れる方向の．

093　延髄後角　えんずいこうかく

medullary dorsal horn

→「三叉神経脊髄路核」を参照

094　エンドフィール　えんどふぃーる

end-feel

自力最大開口から強制最大開口へと顎関節を操作した
ときに感じられる抵抗感の質．

ソフトエンドフィール　そふとえんどふぃーる

soft end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が柔らかい
さま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が大きい
ときに顎関節に感じられる抵抗感．

ハードエンドフィール　はーどえんどふぃーる

hard end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が硬いさ
ま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が小さいと
きに顎関節に感じられる抵抗感．

095　エンドルフィン　えんどるふぃん

endorphins

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンケファリン群，ダイノルフィン群がある．

096　円板下顎頭複合体　えんばんかがくとうふくごうたい

disc-condyle complex

顎関節において蝶番滑走関節として機能する関節円板
と下顎頭の複合体．

097　円板後部組織　えんばんこうぶそしき

posterior attachment （of the TMJ）, retrodiscal tis-

sue

疎線維性結合組織が主体で，血管，神経を多く含んで
おり，関節円板の後方に存在する．下顎頭の前方滑走時
には，内部に存在する静脈叢に血液を貯留して下顎頭後
面の空隙を埋める組織．

098　円板後部組織炎　えんばんこうぶそしきえん

retrodiscitis

顎関節の円板後部組織に生じる炎症．
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発達障害，疾病，老化などの原因により，嚥下の機能
が損なわれる状態．飲み込みが困難になる障害．

088　エンケファリン　えんけふぁりん

enkephalins

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンドルフィン群，ダイノルフィン群がある．

089　炎症　えんしょう
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発赤，熱感，腫脹，疼痛，機能障害を特徴とする，生
体の侵襲に対する生体の防御反応．

090　遠心咬合　えんしんこうごう

distocclusion

→「アングルⅡ級不正咬合」を参照

091　遠心性神経路　えんしんせいしんけいろ

efferent neural pathway

中枢神経系から末梢へ情報（神経インパルス）を伝達す
る神経伝導路．

092　遠心の　えんしんの

distal

臼歯では後方の，前歯では正中から離れる方向の．

093　延髄後角　えんずいこうかく

medullary dorsal horn

→「三叉神経脊髄路核」を参照

094　エンドフィール　えんどふぃーる

end-feel

自力最大開口から強制最大開口へと顎関節を操作した
ときに感じられる抵抗感の質．

ソフトエンドフィール　そふとえんどふぃーる

soft end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が柔らかい
さま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が大きい
ときに顎関節に感じられる抵抗感．

ハードエンドフィール　はーどえんどふぃーる

hard end-feel

強制開口時に顎関節に感じられる抵抗感が硬いさ
ま．自力最大開口量と強制最大開口量の差が小さいと
きに顎関節に感じられる抵抗感．

095　エンドルフィン　えんどるふぃん

endorphins

オピオイド受容体に作用する内因性オピオイドペプチ
ド（アヘン類縁物質）の一種．内因性オピオイドペプチド
には，他にエンケファリン群，ダイノルフィン群がある．

096　円板下顎頭複合体　えんばんかがくとうふくごうたい

disc-condyle complex

顎関節において蝶番滑走関節として機能する関節円板
と下顎頭の複合体．

097　円板後部組織　えんばんこうぶそしき

posterior attachment （of the TMJ）, retrodiscal tis-

sue

疎線維性結合組織が主体で，血管，神経を多く含んで
おり，関節円板の後方に存在する．下顎頭の前方滑走時
には，内部に存在する静脈叢に血液を貯留して下顎頭後
面の空隙を埋める組織．

098　円板後部組織炎　えんばんこうぶそしきえん

retrodiscitis

顎関節の円板後部組織に生じる炎症．
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